
宇都宮市立晃陽中学校応援基金事業規則 

 

（名称） 

第１条 本事業は「宇都宮市立晃陽中学校応援基金」（以下，基金という。）

と称する。 

 

（目的） 

第２条 基金は，宇都宮市立晃陽中学校魅力ある学校づくり地域協議会が地域

の学校づくりを行うための資金を適正かつ効果的に活用することにより，

保護者や地域住民等の地域の学校づくりへの参画の幅を広げ，併せて宇都

宮市立晃陽中学校の運営や教育活動等の充実に資することを目的とする。 

 

（活動） 

第３条 基金は，前条に掲げる目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）個人，地域団体等を対象とした寄付金の受け入れ 

（２）宇都宮市立晃陽中学校が行う教育への支援活動 

 

（組織） 

第４条 基金の運営のため，運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は，運営委員及び監査委員をもって組織する。 

３ 運営委員会は，運営委員の３分の２以上の出席をもって成立し，協議事項

は出席委員の過半数の賛成をもって可決する。 

 

（運営委員） 

第５条 運営委員は，次の各号に定める者をもってあてる。 

（１）宇都宮市立晃陽中学校魅力ある学校づくり地域協議会から２人 

（２）宇都宮市立晃陽中学校ＰＴＡから２人 

（３）地域関係団体から２人 

（４）その他，運営委員会が認める者若干名程度 

 

（役員及び任務） 

第６条 運営委員会に，委員長１人，副委員長１人，会計２人を置く。 

２ 委員長，副委員長，会計は，運営委員の互選により決定する。 

３ 委員長は，運営委員会を代表し，会務を総括する。 

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故ある時は，その職務を代理す

る。 

５ 会計は，基金に係る金銭の管理を行う。 

 

 

 



（監査委員及び任務） 

第７条 基金に係る会計を監査するため，監査委員２人を置く。 

２ 監査委員は，運営委員以外の者をもって充て，運営委員の承認により委員

長が委嘱する。 

 

（運営委員・監査委員の任期） 

第８条 運営委員及び監査委員の任期は１年とし，再任を妨げないものとする。 

 

（事業年度） 

第９条 基金の事業年度は，毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

（予算） 

第１０条 予算は委員長が作成し，毎年度第１回運営委員会で審議を行い，議

決を経て成立する。 

２ 臨時的な支出が発生した場合には，運営委員会の議決をもって決定する。 

 

（決算） 

第１１条 決算書類は委員長が作成し，監査委員の意見を付し，運営委員会で

審議を行い，議決を経なければならない。 

 

（繰越金） 

第１２条 事業年度末における余剰金は，全額を次年度への繰越金とする。 

 

（規則の改定） 

第１３条 この規則の改定は，運営委員会において出席委員の３分の２以上の

賛成を得なければ変更することができない。 

 

（基金の廃止） 

第１４条 基金の廃止は，運営委員数の４分の３以上の賛成を得なければなら

ない。 

 


